
  ５ モデル的な地域での取組 

  
  豊明団地における産学官連携の 
   地域包括ケアシステムづくり 



 名 称  独立行政法人 都市再生機構 （Urban Renaissance Agency） 

 設 立  平成16年7月1日 

 資本金  1兆611億円（内訳：政府1兆591億円、地方公共団体20億円） 

 所在地  神奈川県横浜市中区本町6-50-1 

 設立根拠法  独立行政法人通則法、独立行政法人都市再生機構法 

 主務省  国土交通省 

 職員数  3,201人（常勤職員数） 

 ホームページ  http://www.ur-net.go.jp 

※平成26年度末現在 

   地域振興整備公団 

独立行政法人 
都市再生機構 
（UR都市機構） 
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ＵＲの概要 

組織の沿革 
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ＵＲ都市機構とは 
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民間事業者や地方公共団体と協力し、都市再生を推進します。 

全国都市再生の推進 

構想、企画、諸条件のコーディネート 

パートナーとして事業参画 

ＵＲ賃貸住宅を適切に維持管理し、豊かな生活空間を提供します。 

約75万戸の居住者の方との信頼関係を大切にした維持管理 

都心居住の推進、高齢者の居住の安定確保、子育て環境の整備等 

被災地の復興や都市の防災機能強化を支援します。 

災害に強いまちづくりの推進 

安全で快適な郊外生活を実現するまちづくりを目指します。 

少子高齢化への対応、環境共生、安全・安心なまちづくり 

魅力ある郊外や地方居住の実現 

ニュータウン業務の早期完了 

都市再生 

賃貸住宅 

災害復興 

ニュータウン 

大島六丁目団地（東京都） 

豊洲二・三丁目（東京都） 

女川町の復興イメージ（宮城県） 

©女川町・中央復建コンサル
タンツ株式会社・フタバデザ
イン 

港北ニュータウン（神奈川県） 

ＵＲ都市機構とは 



団地内にて 
高齢者自身の身体状況・ＡＤＬ 

に応じた住替えを支援 

施設介護 

小規模多機能 交流食堂 生きがい就労の場 

既存一般住宅 

認知症GH 拠点が敷地隣接 拠点が敷地内 

訪問介護 訪問看護 居宅支援 

生活支援 

在宅医療 見守り等 

 団地の地域医療福祉拠点化モデル 

多職種連携ｽﾍﾟｰｽ 

高度なバリアフリー住宅（誘致・改修・建替） 一定程度のバリアフリー住宅 

サービス提供 

地域包括、医療機関、 
介護施設等と連携強化 

団地を中心に 
地域にもサービス提供 
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診療・入院医療 

国
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今後のＵＲの取組みについて、基本的な指針を得るため、 
「超高齢社会における住まい・コミュニティのあり方検討会」(座長：辻哲夫
東大特任教授)をH25に設置し、 
平成32年度までに100団地程度において国家的モデルプロジェクトとして 

「地域医療福祉拠点」の形成を進める等の報告書をとりまとめ（H26.1） 

ＵＲ団地の地域医療福祉拠点化 



ミクストコミュニティ形成に向けた取組み 

契約者が35歳以下の場合、家賃20％割引で
３年間お住まいいただける制度です。 

条件を満たした子育て世帯について、家賃20％
割引で６年間お住まいいただける制度です。 



ミクストコミュニティ形成に向けた取組み 
スープの冷めない距離に２世帯が住むことで、 

ＵＲ賃貸住宅の家賃が５年間割引になる制度です 



ミクストコミュニティ形成に向けた取組み 

ＵＲ賃貸住宅は、介護保険を利用した住宅改修も可能で、退去時の原状回復も不要です。 



団地における介護予防の取組み 

ＵＲ・松竹芸能・けやきプロジェクトの 

３者で取り組んだイベントは 

５５人もの地域住民が参加し、 

会場は満員となりました。 



生活支援アドバイザーの配置 

地域医療福祉拠点化取組み団地に順次配置 

 

＜生活支援アドバイザーの主な役割＞ 

 ① 高齢者相談 及び 福祉関係者との連携 

 ② 高齢居住者に対する見守り（あんしんコール） 

 ③ 地域交流イベントの開催 

週１回、電話での安否確認を実施 

安否が確認出来ない 

団地内の巡回や、コミュニティ形成イベント時など 

あんしんコール登録者と直接お会いすることもあります。 

そういった信頼関係から見えてくる問題も少なくありません。 

＜あんしんコール登録者＞ 

巡回等による直接確認 

・状況により緊急対応へ 

＜あんしんコールのスキーム＞ 



集会所棟改修にあわせた拠点整備 

集会所棟改修にあわせて、地域医療連携拠点・研修室・ＲＳＨ・地域包括ﾌﾞﾗﾝﾁの整備を進めています。 



豊明団地の空家の状況 

←2013.11.25時点 

↓2016.3.10時点 

機構住宅募集ＨＰより 

        ３者での取組み以前は4.5階を中心に空家が目立ったが、現在はほぼ満室。 



 

・ 昭和40年代 高度経済成長期に建設  
  55 棟 5 階建て エレベーター有は２棟 
 
・ 団地居住   4,529人 世帯数 2,052 
・ 65歳以上  1,144人 高齢化率 25% 
       外国人 1,200人以上 
・ 65歳以上独居者  
       約 270人  約 25%（市内平均 6%） 
 
・ 空店舗、空室増加 
・ 今後、老老世帯、独居世帯の増加予想 
・ 賃貸住宅ゆえのコミュニティの希薄化 

豊明団地の現状 

豊明団地 

藤田保健衛生大学 

500m 

５ モデル地区けやきいきいきプロジェクト 



豊明団地におけるモデル的な取組み 

豊明市 

藤田保健衛生 
大学 

ＵＲ都市機構 

けやきいきいきプロジェクト 

包括協定締結 

昭和40年代高度経済成長期に建設 
5階建×55棟 エレベーターなし 
高齢率の高さ、独居高齢者の多さ 

包括協定締結 

包括協定締結 

豊明団地 
ＵＲ都市機構による 
医療福祉拠点整備 
全国先行23拠点に 

３者に加え、団地自治会、老人クラブ 
開業医師、生活支援アドバイザー 
民生委員、生協などで毎月協議。 
情報共有と課題解決の場に。 
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開室時間 ：平日10～15時 
料金   ：無料 
対象   ：市内外誰でも 
応対者  ：看護・保健師、ケアマネ 
      理学・作業療法士、薬剤師 
相談方法 ：面接、電話、メール 
相談記録 ：利用者ごとの記録簿管理 
主な相談 ：健康不安（８割）、 
      薬剤、治療など 
平均相談時間：30分程度 
ミニ講座   ：毎日実施 

５ モデル地区けやきいきいきプロジェクト 

まちかど保健室概要 

利用実績（4月～2月末まで１０ヶ月間） 
開所日数   ：202日 
延べ来室者数 ：2,818人 (平均 14.6人/日） 
個別相談件数 ： 363件 (平均   1.9件/日） 
延べ教室参加   ：1,544人 (平均   8.1人/日） 

住民が講師となって主催した教室：９回 



医療

健康増進 

疾病予防 

認知症予防

介護

生活支援 

個別相談 

増悪予防

母子・  

障害者福祉

ふじたまちかど保健室

居宅介護支援事業所

訪問看護・ リハ
個別相談 

健康教室 

地域交流 

健康寿命延伸

保健室の対象範囲

介護家族支援

看取り
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介護予防・健康づくり教室の開催 

５ モデル地区けやきいきいきプロジェクト 

高齢者を対象とした運動
教室やサロン活動を開
催。 
 
顔の見える関係づくり、
緊急時の相互見守り体制
づくりへ 
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・2015年 4月  18人居住開始  
・4 or 5階の空室が対象、URが改装  
・全室2DK～３DK 家賃 10 ～ 20％引  家賃32,000~ 
 IKEAコラボ改装 カラーデザイン改装他    
・居住条件 自治会活動、保健室活動に参加し住民と交流、地域貢献 
 高齢独居者との食事会、安否確認、災害時の避難誘導、清掃活動 
 

  豊明団地居住学生と自治会役員 

IKEA改装モデルルーム 

学生・職員の豊明団地居住開始 

５ モデル地区けやきいきいきプロジェクト 
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居住学生による地域活動参加 
学生と自治会会議 団地内レクスポ大会 

独居高齢者とのふれあい会食 
団地内夏祭り 

防災訓練 

災害時炊き出し訓練 

公園清掃 

豊明団地夏祭り 独居高齢者とのふれあい会食 

防災訓練 

５ モデル地区けやきいきいきプロジェクト 



当日、夏まつりにて 
熱中症者の 
初期対応と救急搬送 

学生主催：熱中症予防キャンペーン 



秋の文化祭 

当日、火傷者の 
初期対応 
と救急搬送 



学生会議 

学生主催クリスマス会

学生主催 こどもクリスマス会 



学生主催：買い物支援 
重い荷物を持てない住民と一緒に買い物、玄関まで運搬 

団地住民への年間活動報告会 





学生居住棟と  

防災担当地域

教員　

看護

リハビリ

臨床検査

放射線

臨床工学

大学方面

ふじたまちかど保健室

指定避難所

安否が確認され 

自宅待機になった場合は、  

ふじたまちかど保健室管理の 

避難所運営応援学生として  

活躍する

双峰小学校

唐竹小学校



　 　 　 　 　 　 　 　 　 アセンブリⅠ 

対象： １ 年生　 1 5コマ　 単位認定科目 

目的： 学科横断チームによる、  

　 　 　 　 医療のベースとなる他学科学生との共同作業　  

地域包括ケア在宅医療研究班 

団地内AED,休憩ポイント 調査 

バリアフリーウォーキングマップ作成

アセンブリ １　 　 　 　 　 　 　 　 　 アセンブリⅠ 

対象： １ 年生　 1 5コマ　 単位認定科目 

目的： 学科横断チームによる、  

　 　 　 　 医療のベースとなる他学科学生との共同作業　  

地域包括ケア在宅医療研究班 

団地内AED,休憩ポイント 調査 

バリアフリーウォーキングマップ作成

アセンブリ １
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①
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⑩

⑪

熱中症予防のために 

日陰で休みましょう !

変更可能性あります。注意して使用してください。

2015.12.17　藤田保健衛生大学 

地域包括ケア在宅医療研究班　作成 

Voi.1

AED設置場所ごとの、 利用可能曜日、 時間帯



AED設置マップ



2016.3.21 開催 
多世代が楽しめて、防災倉庫
やAEDチェックしながら、 
健康増進につながる内容に。 

学生主催 
健康ウォークラリー 



地域包括ケア市民公開講座 

2016.3.13 
参加者 50名 

 
講師：京都八幡市男山団地 

辻村修太郎さん 

 



居住学生アンケート

• Q 高齢者への理解について

N= 1 6

• Q よかった点について
複数回答

入居6ヶ月経過時点





今後について
•  市内・ 近郊の団地、 老人クラブ、 自治会に出張講座 

•  学生同伴による住民買い物、 運搬支援 

•  団地居住学生、 2 0 1 6年度　 3９ 名 

 2 0 1 8年　 8 0 ~1 0 0名体制 

  見守り 、 学生主催イベント の定例化 

•  「 全国団地 × 大学 地域包括ケア研究会大会」 2 0 1 6 .6　 予定 

•  UR＋藤田＋豊明市　 団地内集会所＋居室の改修　  

  介護ロボッ ト スマート ホーム　  

　 実証実験モデル住宅準備中


